










































































奥行四間半の主体部分の南端背後に四間半に七間半、北端背後に四間半に八間半を突き出す。すなわち四間半幅にコの字 建物を折り曲げたごとき配置である。さらに、コの字 配された、その中庭に相当する部分に五間に六間半ほどの附属屋を配した構成になっている。コの字 配された校舎は正面の間口二二間の中央に二間幅の出入口を設け、通土 通して中庭に通じるようになっている。通土間の右（北）側には「講師室」 「理事室」 「事務室」 （それぞれ六坪五合） 、 「応接室」 （三坪）からなる専門学校の管理部門がある。南端に背後に突き出た部分を合わせて六〇坪 大きな「講堂」を配し、講堂と通土間で挟まれた箇所に二二・五坪の「教 、管理部門の北側に二七坪の「教室」北端背後の突き出し部分 三八・二五坪の「教室」が置かれている。 「教 講堂」 は中庭沿いに付けられた土庇から出入口が設けられている。 「講堂」室」には「講壇」 「教壇」が置かれ、各 屋とも床は板張り、天井は「タイガーボード張 、壁は漆喰塗りで腰まで竪羽目、さらに木部はペンキ塗りであ 管理部門の「講師室」などの諸室 仕上げは床が板張りの上にリノリューム敷 天井がベニヤ板格天井、壁が
漆喰塗りで腰まで竪羽目で木部ペンキ塗りである。
中庭の附属屋は校舎通土間から続いて建物中央を通
る土間廊下を挟み北側に「小使室」など、南側に「学生控室」があり、突き当り 便所が設けられている。「学生控室」は二間に五間の細長い土足のコンクリートの叩きの部屋で る。両側長手 コシカケ」 、土間中ほどに石製の炉 設けられていて、その時代を感じさせる。一方、小使室は流しや石製の炉を据えた土間（二坪）に畳敷 で押し入れを持つ八畳の和室からなっている。小使室 続けて奥に二・二五坪 「講師便所」を設けてい 突 当りの「便所」は学生用とみられ、一〇個の小便器、四個 大便器が並んでいる。
校舎正面中央の玄関部分は、二重壁として玄関を象





































南側面後方寄りに三坪分突き出し る 正面中央に主出入口を開き、入口を入ると矩折の土間で、この土間は奥に通土間となってい 通土間南側に沿ってカウンターがあり、カウンター内はオープンな 室、さらに個室となった三坪 三・七五 の事務室がある。通土間の北側 は大きな矩折平面の事務室（一六・五坪）と三坪ほどの応接室が並ぶ。「第一校舎」は四〇〇坪ほどの木造二階建で、一段高い位置に北面して建つ。玄関を入る 南北 中廊下を通し、玄関右脇および廊下突き当 に階段室を設け、一・二階とも中廊下で両側に教室 設ける。「第二校舎」は矩折の平面形の木造平屋建てであった。当初の詳細な様相は不明だが、矩折の内側 土間
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棟」の東側に「変電室・高圧実験室棟」 （二五坪）が建てられる あたり、妨げとなった「柔剣道場」は南方寄りに曳家され、それと入れ替えるよう 「小使室」 ・ 「物置」など既存の付属屋の移動も行われている。また、同年九月には「工科教 棟」が建築申請されている。 「工科教室棟」は間口三一間に奥行六間の長大な南北棟の木造二階建切妻造瓦葺 建物で随所に控え壁を設けている。内部は背面（西側）に片廊下を設け廊下に沿って教室を割 付けている。一階は六・三坪の部屋が二室、一八・七坪の部屋が六室 あわせて八室の教室が並び、二階は三〇坪ほどの五教室が並ぶ。 「工科 棟」は当初 事務所棟 背後に新たな事務所棟を建設することを見越して、新たな事務所棟予定地および大講堂 後方（西側）に新築された。時節柄とはいえ、申請 参考事項として 屋根瓦ノ全部及建築用材ノ約半分ハ既存ノモノヲ流用スルコトトスル」と書かれるような質の建物であったようだ（図８） 。
昭和十五年には新たな「事務所棟」が建てられる。




















三科の新設に関わるものである。新築を要する理由の項によれば、十四・十五年にかけて増築を行ったにもかかわらず、さら 実験室の増築が必要となり、実験室の建設を行うにあたって「電動力及位置ノ関係上従来使用セシ既設ノ武道場（ 「柔剣道場」 ）ヲ之ニ充当セザルヲ得ザル事情ニ有之候」とあり、新たな「武道場」を新築せざるをえないとしている。ま 、その他の建築物は定員増にともない必要な最小限の施設だとしている。いずれにせよ全体を見通した計画がなく、その場しのぎで、増改築が繰り返さ ていることがよくわかる。 「武道場」は直角三角形のご き校地の西北の隅に新築された 木造切妻造瓦葺平家建で 外壁は下見板張。一二間に六間の演武場を中心 正面中央に玄関、背面南寄りに剣道道具置場・柔道道具置場・便所・仕丁室などの諸室を張り出す。演武場の内部は板張りで、内壁は腰板を張り上部はモ タル塗り。用途として「本建物ハ（武道場）学生生徒ノ心身ノ鍛錬及体位ノ向上ニ資スルモノ」とあ 、当時の時代背景を思わせる。一方、 「食堂棟」は「事務所棟 と「機械実験室棟」 の間に新築された。木造切妻造瓦葺平家建で東面して建つ。間口一〇間に奥行五間で正面中
央に出入口を設け、西北隅に設けられた二間に三間の賄室を除けば広い学生食堂である。外壁は竪羽目で二間ごとに控え壁を付ける。内壁は漆喰塗り、床は板張り、天井はテックス張である。賄室には学生食堂に向けてカウンター窓を開き、外壁の各窓 高さ六尺（二段）回転式の窓であった。学生のための厚生施 にも多少の配慮をしていたということか。「工科教室」の増築は既存の「工科教室棟」に防火壁を設けて繋げ、一八 ほど北方に伸 す工事である。木造二階建切妻造瓦葺で、四間おきに控え を設け補強している。既存の間口三一間の奥行六間にさらに間口一八間に六間を繋げるため、一階のつなぎ目には二間幅の通路を設 通り抜 できるよう配慮している。構成は既存の「工科教室」と同様に西側に片廊下を設け、廊下沿いに三教室を並べ、突き当りを製図室としている。 階は大きな製図室を二間幅の控室を挟んで二室並べる。製図室の必要 迫られ急きょ増築せざるを得なかったようだ。また、 「実習室」の増築は「機械実習室棟」を東に






































年四月二十二日付け建築申請書である。この書類は「大講堂」の修理を行うための申請書で、書類によると申請を必要とする理由として「本講堂は、建築以来相当年数を経ていた所、空襲による爆撃の影響受け、建物に損傷を来し、使用不可能の状態にあるな□ 修繕を施し、授業及行事に使ひたい」 あ 。こ 認可を六月十五日に得て、修繕工事が実施された。この申請書に添付された配置図（図
（（）には焼失した「武道
















と空襲で焼失した旧「工科教室棟」跡に、ほぼ同規模の建物が計画されている。詳細は不明だがこれまですべての建物は木造であったが、初めて鉄骨造の二階建で、清水 設によって建 られたようだ。一階 二七〇坪、二階も同じ二七〇坪、延床 積五四〇坪であった。この建物は新八号館（現、八号館）が建てられるまで残ることになる。さらに昭和二十七年には図書館前（東斜め前方） 木造二階建の「工学部・実験室
































































10） 『神奈川大学五十年小史』 （昭和五十七年五月十五日）によると「国からの払い下げ 材料を利用した粗末なもので、壁はボール紙という、およそ専門学校の校舎らしからぬのであった」とされているが、設計図から確認する 、本文に記した うに、木造ではあるが決して粗末のものではない。
（
11）竣工年月日は『神奈川大学五十年小史』による。なお、第一校舎と第二校舎の呼称は建築当初 事務室右前方の建物が で、左前方の建物が第二校舎である。昭和一〇年三月に申請された「校則及生徒定員変更認可申請書」に添付された図面では当初と同様な呼称 なっ図６以降の建築図面では第一校舎と第二校舎の呼称が入れ替ることが多い。しかし、本稿では竣工順を尊重し、当初の呼称で統一する。
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16）写真２によると、 「大講堂」が建ち、 「第二校舎」の二階増築がなされていない段階で「柔剣道場」 しき建物が存在することが分かる。
（
17）実験室はできたものの「時局による生産機材制限の煽りを喰らひ工場内部の装置が遅れ、其の為〝工場はできたが実習は出来ぬ〟 （ 『横専学報』第八七号、昭和十四年十一二十五日付）の状態で実習 始まったのは十一月であったようだ。
（
18）建前である文部省提出書類には新設した工科の部屋に充てるとし、 実質的には学内事情を優先した結果かもしれない。
（
19） 『神奈川大学五十年小史』一〇三頁
（
20）昭和二十四年二月二十一日に第一部、 月二十五日に第二部が設置認可 なる。
（
21） 「清水建設株式会社設計部」と印刷された用紙に描かれ、昭和二五・八・二五と明記されている。
（
22） 「神奈川大学整備拡張計画」以降のキャンパス計画 ついては別に論じる必要があろう。
